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六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
二
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
七
月
九
日
ま
で
と
決
め
、
ま
ず
冒
頭

市
長
よ
り
所
信
表
明
が
あ
り
、
市
立
北
西
中
学
校
(
仮
称
V

新
設
諮
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
等
一
一一十

件
を
審
議
し
、
こ
の
結
果
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
議
会
最
終
日

に
宝
飾
研
摩
等
地
場
産
業
の
保
護
育
成
に
関
す
る
意
見
密
提
出
と
第
一
奥
仙
丈
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護

組
合
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
ま
た
甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
通
関
底
、
国
民
体
育
大
会
対
策
及
び

地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
め
、
十
一
日
聞
に
わ
た
る
会
期
を
閉
会
し
ま

し
た
。市

長

の

政

治

姿

勢

住
民
リ
ス
ト
問
題
で
論
議

一
般
質
問
は
、
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
一
一
一
日
間
に

わ
た
り
、
伊
歯
周
常
八

(
政
和
会
〉、
福
島
勇

(
政
和
会
)
、

飯
島
勇
(
社
会
党
)
、

同
伸
(
社
会
党
)
、
小
椋
康
作

(
公
明
党
)
、
小
沢
政
審
〔
政
友
会
〉
、

宮
島
雅
展

(
新
政

ク
ラ
ブ
)
、
岡
田
修

(
共
産
党
)
、
畏
瀬
正
左
衛
門

(明

政
ク
ラ
ブ
)
、

臼
井
成
夫

〈
公
正
ク
ラ
フ
)
の
イ
氏
が
各

党
各
派
を
代
表
し
市
長
の
政
治
安
勢
や
駿
員
の
モ
ラ
ル
、

教
育
問
題
、
福
祉
、
中
小
企
業
磁
資
、
区
画
整
理
事
業
、

火
葬
場
問
題
、
上
、
下
水
道
等
市
政
の
問
題
点
を
と
り
あ

げ
活
発
な
質
問
戦
苦
展
開
し
ま
し
た
。
特
に
今
期
初
当
選

さ
れ
ま
し
た
新
議
員
が
初
登
喧
し
、
今
後
の
活
組
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

政

治

姿

勢

と

-意見書の内容 ............3頁

職
員
の
綱
紀
粛
正
を
た
だ
す

問
昨
年
来
の
一
連
の
問
題
一
義
的
責
任
者
ど
の
よ
う
に
考
え

に
対
し
、
市
長
は
政
治
的
、
道
一て
い
る
か
。
ま
た
駿
員
モ
ラ
ル

頁

頁

A
仏

r

a
斗成構ル

』
容

図

内

内

の

集

会
係

員

関

委
会

別

議

特
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と
し
て
も
こ
れ
に
よ
り
、
上
流

西
高
校
、
西
中
生
徒
の
自
転
車

通
学
掃
を
五
十
四
年
度
中
に
、

完
成
さ
せ
る
が
、
援
本
的
に
は

一五
十
六
年
中
央
道
イ
ン
タ
ー
開
一

問

民
間
福
祉
活
動
家
に
対

問
荒
川
を
中
心
と
し
た
交
一に
要
望
し
、
ま
た
荒
川
摘
に
つ
一通
と
六
十
一
年
国
体
を
ひ
か
え
一

一

一

一

す
る
待
遇
は
。

通
渋
滞
の
具
体
的
な
解
決
策
を
一い
て
も
、
当
面
交
通
規
制
の
他
一中
央
道
イ
ン

タ
ー
と
緑
が
丘
を
一

一

一

一

答

民
生
委
員
は
厚
生
大
臣

き
き
た
い
。

一縄
の
-
部
を
改
良
し
、
東
進
二
一結
ぶ
都
市
計
図
街
路
、
塩
部
開
一

日

一

答

こ

の

解

決

策

と

し

て

、

一

車

線

、

西

進

一

車

線

の

拡

巾

工

一国
橋
綴
の
新
設
改
良
巷
実
施
し
一
の
委
嘱
に
よ
る
も
の
で
、
報
酬

日

一

閃

北
西
中
学
校
(
仮
称
)
一
た
め
県
に
約
一
万
平
方
メ
1
ト
一五
六
年
、
屋
体
は
五
五
年
に
建
一荒
川
両
岸
と
市
街
地
を
有
機
的
一事
を
行
う
乙
と
に
な
り
、
本
市
一て
い
く
。

一は
県
が
主
体
牲
を
も
っ
て
お
り

日
一
の
校
地
の
買
収
は
今
後
行
う
の
一
戸
を
割
譲
し
た
。

一設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

了
体
的
に
結
ぶ
こ
と
も
交
通
渋

一

一

-

県
よ
り
年
樹
立
万
三
千
円
、
市

伴
一
ド
紅
計
十
日
目
立
る
守
山
町
内
日
け
リ
一
関
れ
れ
れ
?
日
M
M
日
間
同
一
探
訪
十
ね
む
れ
[
川
一
健
康
モ
デ
ル
地
区
の
一
日
江
崎
q
u
u
m
u
u
t

利

一
か。

一も
考
口
ら

M
，Q

Y
で
今
後
校
地

一早

河

建

設

1
1パ
ゴ
さ
叫
一て

い

る

。

ま

ず

千

秋

椛

、

身

延

一

設

定

を

検

討

す

薄

相

談

員

に

つ

い

て

も

制

度

昭

一

答

校
地
は
当
初
の
買
収
計
一確
保
努
す
-
。

一て

あ

て

7

(
つ
よ
線
の
中
間
、
荒
川
と
沼
川
の
合
一

一

一

上

知
事
の
業
務
の
一
部
室
託

一
一
幽
二
万
八
千
平
方
メ
1
卜
戸
で
一

ア
ー
ル
お
よ
び
尽
悼
の
建
設
一て
は
一
年
早
め
、
尾
依
に
つ
い
一流
点
南
八
十
米
附
近
に
紹
十
一
一
一
問

健
康
モ
デ
庁
地
一
院
の
設
一は
医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
る
一

一
進
め
て
き
た
が
、
荒
川
改
修
の
一
に
つ
い
て
は
、
プ

I
Z昭
和
一
て
も
早
期
に
建
設
す
る
と
と
に
一
米
、
橋
長
百
米
の
新
般
の
架
設
一定
の
考
え
は
あ
る
か
。

一己
と
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
。

一す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
手
当

一

I

l

l

i

-

-

ード
1

1

1

1

1

一
つ
い
て
県
と
協
議
を
進
め
て
い
一
を
今
年
を
初
年
度
と
し
て
行
一
答
市
民
の
す
べ
て
が
健
康
一
従
っ
て
こ
の
田
空
向
っ
て
母
一
は
県
か
ら
語

一
人
三
万
三
一千

一

一

一

る。

一う
。
次
に
千
秋
慌
の
改
良
を
県
一
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
一
子
保
健
事
業
、
各
種
の
検
診
事
一円
の
み
が
支
を
C

れ
、
市
と
し

一

自

主

防

災

組

織

を

一

当

面

現

火

葬

場

の

一

北

西

中

(

仮

称

)

の

校

名

一

一

業
、
予
防
接
種
妻
、
体
力
づ
一て
は
、
身
随
意
相
談
員
会
に

一

強

化

育

成

一

施

設

整

備

に

努

力

一

士

一

月

定

例

会

に

提

案

一

高

校

選

抜

制

度

一

く
り
浬
動
等
そ
れ
ぞ
れ
推
進
を
一
運
動
費
の
補
助
を
行
っ
て
い

一

一

一

一

一

閃
っ
て
い
る
が
、
間
利
回
十
七
一
る
。
知
事
の
任
命
に
よ
る
母
子

り
一
問
地
震
防
災
対
策
の
現
状
一
問
火
葬
場
の
移
転
あ
る
い
一

間

北
西
中
学
校
長
啓

一

改
善
を
県
に
要
請
一
年
に
健
康
づ
く
り
甲
府
市
推
進
一
相
談
員
に
は
県
か
ら
年
額
七
千

一
と
今
後
の
対
策
は
。

一は
改
善
の
考
え
方
は
。

一の
校
名
は
。

一

一

一

協
議
会
を
設
置
し
、
保
健
、
栄
一円
、
市
か
ら
研
修
貨
を
含
め
年

よ

一

答

地
震
対
策
は
、
前
向
き
一
答

K
葬
場
は
、
か
ね
て
よ
一
答

北
西
中
学
校
の
校
名
に
一
間

高
校
総
合
選
抜
制
度
に
一
県
段
階
に
お
い
て
入
一
成
制
度
一
、

L

l

y
、

一

一
に
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
一り
広
域
市
町
村
開
討
副
の
中
で
一
つ
い
て
は
、
ま
だ
教
育
委
員
会
一対
す
る
市
と
し
て
の
考
え
方
を
一
の
改
善
策
を
検
討
中
と
き
く
が
一
養
ヌ
ホ
、
体
力
づ
く
り
一額
四
千
五
百
円
を
支
給
し
て
い

E
一
ら
な
い
。
本
市
に
は
全
市
的
被
一移
転
新
築
の
剖
画
が
な
さ
れ
て
一
で
審
議
、
決
定
し
た
も
の
で
は
一一
市

せ

。

一

市

と

し

て

も

、

通

学

上

の

安

全

一と
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
局
で
モ
一る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
間

7
一
審
を
想
定
し
た
災
定
着
策
、
一
い
る
が
、
適
地
が
な
く
難
航
し
一な
く
、
仮
称
で
あ
る
。
従
っ
て
一
答

過
熱
す
る
高
校
入
試
の
一確
保
、
交
通
問
題
等
を
思
考
す
一デ
ル
地
区
の
指
定
も
な
さ
れ
て
万
福
祉
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

会一

時
四
斜
計
抗
日
日
叩
一
ド
れ
れ
れ
紅
閉
じ
盟
諸
問
M
M
M
M
れれ問問料
一日
訪
日
持
品
川
川
内
一U
れ
れ
れ
仁
川
情
相
わ
れ
一一u
r
u四
日
沌
日
ド
一
れ
れ
[
問
μ
M
u
k
u

h

正

一
そ
れ
に
よ
っ
て
対
処
し
、
さ
ら
一め
る
。
今
後
広
減
圏
計
岡
を
進
一
例
の
改
正
と
あ
わ
せ
提
策
、
正
一い
ろ
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
一
て
い
く
。
一
を
重
ね
、
提
弓
の
趣
旨
に
そ
う

τて
い
る
の
で
今
後
十
分
配
慮

b
」

一
仁
今
後
自
治
会
単
位
の
自
主
防
め
、
近
代
的
な
施
設
の
実
現
に
一
式
に
決
定
す
る
。

一い
る
。

一

一

ょ
う
努
力
を
し
て
い
く
。

一し
た
い
。

-vp
一
災

組

織

の

強

化

育

成

及

び

指

笠

努

め

る

。

一

水

道

局

庁

舎

跡

地

一

計
一

塁

門

に

実

施

し

て

い

く

。

一

一

寿

・

宝

地

区

等

の

街

。

つ

く

り

を

め

ざ

し

一

一

当

面

駐

車

場

に

一

f

一
問

水
道
局
新
庁
舎
の
挫
設
一万
円
。
財
政
的
問
題
は
広
道
口
同
一

市

街

地

環

境

評

価

に

着

手

一

一

一

速

や

か

な

対

応

が

唱

ま

し

い

が

一

に

伴

う

財

政

的

問

題

と

そ

の

規

一

に

お

い

て

起

債

を

行

い

、

水

辺

一

白

一校、

事
業
費
は
。
ま
た
移
転
後
一会
計
よ
り
一
般
会
計
に
所
管
替
一
間
舟
町
地
区
区
間
整
理
事
一事
業
そ
の
も
の
の
性
絡
か
ら
権
一実

現

へ

の

方

策

を

求

め

よ

う

と

取

扱

い

金

融

機

関

、
故
び
に
信

一

一
の
跡
地
は
ど
う
す
る
か
。

一え
し
、
財
政
負
相
を
一
般
会
計
一業
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

一利

421分
納

得

を

求

め

る

必

一

す

る

も

の

で

あ

る

。

ま

た

減

歩

用

保

証

協

会

に

お

け

る

触

資

事

一
一

一

一

一

一

務
の
m
A
H
等
に
よ
り
八
月

-
H

一

一

答

水

道

局
庁
舎
は
鉄
筋
三
方
措
白
す
る
。
移
転
跡
地
は
、
一
答
寿
町
地
区
の
区
画
務
理
一
辺
が
あ
る
。
兇
に
市
街
地
務
備
一率
で
あ
る
が
、
こ
の
計
酬
も
実

二
階
建
て
で
二
百
人
そ
収
容
す
る

(2) 

北
西
中
(
仮
称
)
の
プ

i
y
・
屋
体

荒

川

橋

上

流

に

通

学

橋

を

架

設

循
祉
活
動
家
の

待
遇
を
万
全
に

通定、

gE|議
長主|案
i六|の
て尺|審

背|議
及 1)1頂

fl序

審
議

程

早

期

建

設

で

努

力

同 〔総務委只会〕‘ 五
I I 民生委只会)恵三¥員
l会伸一一 A 会

建日経斉委貝ムr/L ;;ga:i ~l.J.苦言戸 /

ぽ聾./託
1 I 水道委員会r

甲

0
市
長
が
議
会
を
沼
集
。

0
開
会
、
議
員
が
議
場
に
参
集
し
議
長
が
開
会
を
告
げ
る
。

O
議
案
内
提
案
理
由
の
説
明
。

「
急
施
事
件
は
委
員
会
的
付
託
を
省
略
し
即
決
す
る
こ

と
が
あ
る
。
)

O
議
案
及
び
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て

質
疑

・
質
問
(
三
日
)
(
各
会
派
を
代
表
し
て
七
人

1
十
人
)

o
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
た
め
所
管
の
各
市
任

委
只
会
に
付
託
す
る
。

O
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
す
る
た
め
各
常
任
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
二
日

i
三
日
)

。
各
常
任
委
員
長
は
審
査
経
過
の
概
要
及
び
結
果
を
報
告
。

委
員
長
報
告
に
対
し
質
疑
を
行
っ
た
後
、
討
論

、
採
決

を
す
る
。

O
閉
会
、
議
案
の
審
議
を
す
べ
て
終
り
、
議
長
が
閉
会
を

告
げ
る
。

中
小
企
業
者
に
小
口

融
資
制
度
を
確
立



一

六
月
定
例
会
長
引

宝

飾

研

摩

等

地

場

産

業

の

保

護

育

成

に

…

一

の
本
会
議
で
む
見
川
一

1
J
・
4
1

目

唱

…
判
を
可
決
し
、
地
点

関

す

る

意

見

書

~

-
治
法
第
九
l
九
条
第
一

一

h

‘av
数
百
年
の
伝
統
を
ー
も
ち
、

凶
連
す
る
業
者
の
火
業
状
態
一
逆
輸
入
に
対
し
て
、
き

一

恥
開
珂
河
清
凶
u
F

山
梨
県
の
池
山
初
産
業
と
し
て
は
慢
性
化
し
、
転
斑
業
が
綻
び
し
い
規
制
の
抗
内
を
消
ず

-

議

案

常

一

号

ま

処

分

に

一

い

て

l

一

園

町
臨
時
悶

繁
栄
し
て
き
た
宝
飾
研
安
出
し
て
い

ま

す

。

る

こ
と
。

一

つ
い
て
(
一
五
談
締
結
及
び
主
要
第
四
六
号
甲
府
市
小
タ

d酬
明

会
は
、
円
商
品
つ
ぐ
経
済

Z
に
、
台
湾
、
税

同

等

一

当

面

、
創

制

が

握

二

賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
)
坐
視
企
業
者
小
U
資
金
融
資
促

ι一
-

h
帥

噛

，

不
況
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
か
ら
の
低
1
貨
を
利
用
し
た
あ
る
と
す
れ
ば
、

「
産
地
点

…

び
に
議
案
第
五
二
百
か
ら
議
案
一条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
一

-

曲

四

割

臼

回

受
け
て
お
り
ま
す
。
円
高
以
逆
輸
入
は
、
ζ

の
業
界
の
活
示
」
の
描
白
書
叫
す
る
こ
と
一

第
五
五
号
ま
で
の
市
道
の
認
定
一制
定
に
つ
い
て
の
二
築
に
主

一

鋪

艇

臨

咽

来
ア
メ
リ
カ
等
は
輸
入
先
を
盤
巷
失
い
、
量

産

業

の

刷

一

山

開

業
、
半
休
業
、
休
業

-

に
つ
い
て
の
五
由
来
は
、
い
ず
れ
一委
員
会
で
は
、
時
宜
を
得
た
融

=

U

酬
融
問

日
本
か
ら
台
湾
、
韓
国
等
に

桜
は
必
歪
で
あ
り
ま
す
、

業
者
に
対
し
、
必
要
な
短
則

E

も
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
一資
制
度
で
あ
る
の
で
、
モ
の
趣
一
酌

凪

贋

遁

踊

F

変
え
、
受
註
が
完
全
に
ス
l
よ
っ

て
甲
府
市
議
会
は
、

を

講
ず
る
こ
と。

一

と
お
り
承
認
及
び
可
決
す
る
も
一旨
が
十
分
活
か
さ
れ
る
よ
う
川
一

一

鋪

農

作

咽

ソ
ア
す
る
状
態
に
あ
り
ま
本
市
の
量
産
業
と
し
て
長

側

和

平

内

t
Z
H

一

の
と
決
し
ま
し
た
。
一
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
適
切
な
一一

a酬
副

司

す

。

い

間

活

わ

れ

て

き

た

宝

飾

研

一

議
案
第
四
七
号
甲
府
市
股
業
一
迎
用
を
図
る
と
と
も
に
代
理
主
一

項
の
規

t叫
よ
り
、
内
又
最
近
で
は
、
水
晶
の
カ
摩
技
術
と
従
事
す
る
多
く
の

申

附

巾

議

会

-

共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
一済
に
つ
い
て
も
十
分
留
愈
す
る
二

ッ
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
丸
玉
部
業
者
の
生
活
を
守
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
あ
て

条
例
制
定
に
つ
い
て

一こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

一…

閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
門
に
つ
い
て
は
、
腕
国
等
か
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
泌
商
事
実
厄
あ
て

一

議
案
第
五

O
号
股
作
物
共
済
一
議
案
第
五
六
号
昭
和
五
イ
旦

一
大
臣
等
に
そ
れ
ぞ
れ
探
ら
の
輸
ス
価
格
を
廿
答
申
に
し
う
強
く
要
同
盟
す
る
も
の
で
あ
公
正
取
引
委
民
一
段
あ
て
…

及
び
蚕
繭
共
済
の
無
事
炭
し
に
一
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
ヱ

一
出

し

ま

し

た

。

た

買

い

た

た

き

も

行

わ

れ

、

り

ま

す

。

山

製

県

知

事

あ

て

一

つ
い
て

一算
(
第
一
号
)
中
当
委
員
会
E
r
i
-
-
i
l
i
t
-
-

、
I
B
i
s
-
-
-
t
!
l
i
t
i
-
-
!
i
l
i
i

!

t

a

l

l

i
-
-
、
!

綴
築
第
五
一
号
農
業
共
済
事
一
管
分
に
つ
い
て

一

一

一

1

I

l

l

i

l

i

-

-

一

I

l

l

I

l

l

i

-

-

業
事
務
費
の
賦
課
単
価
に
つ
い
一
議
案
第
五
七
日
附
利
五
十
四
効
率
化
を
関
り
、
市
民
生
活
の
一る
な
か
で
、
百
年
の
大
計
の
う
一

・

ョ

・

-
E圃
一

・

司

圃

・

司

・

菱

自

主

甲

府

市
幸

盆

ま

た

、
議
案
第
六

O
E凶一
て
、

一年
度
甲
府
市
中
央
卸
売
市
場
事
安
定
に
資
す
る
べ
き
で
あ
る
と
一え
に
、
あ
ら
ゆ
る
請

を

結

集
一

・

E
幽

界

随

一

-
F幽
開

価

育
図
条
例
の
記
者
改
正
す
る

τ消
望
者
に
対
し
、
下
水
道
一
菱
重
量
昭
和
五
十
四
一業
会
計
予
算
(
第
一
き

一の
窓
見
集
約
を
み
ま
し
た
。

一し
建
設
に
あ
た
る
よ
う
要
望
も
一

E

・E

・-a
一

.

.

.

.

 E
E
 

条
例
制
定
に
つ
い
て

一の
普
及
に
対
応
す
る
企
業
の
合
一年
度
甲
府
市
股
業
共
済
事
業
会
一
議
案
第
七

O
号
昭
和
五
十
且

F

て
の
た
め
に
は
、
関
係
者
等
一あ
り
、
採
決
の
結
果
、
多
数
を
一

採

択

さ

れ

た

も

の

一

採

択

さ

れ

た

も

の

議
集
第
四
九
号
甲
府
市
国
民
一理
化
に
つ
い
て
は
、
協
業
化
の
一計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
の
四
一
年
度
甲
府
市
中
央
卸
売
市
霊
F

一と
も
十
分
な
話
し
合
い
を
行
一も
っ
て
当
局
原
案
の
と
お
J
T
一

〔
寝
室
済
委
員
会
〕

一

〔
総
務
委
員
会
〕

健
康
保
険
条
例
の
一
部
在
改
正
一方
向
で
検
討
を
進
め
住
民
に
対
一笑
に
つ
い
て
も
、
全
員
異
議
な
一
業
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
一
ぃ
、
円
満
に
解
決
で
き
る
方
途
一決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
-
一O
研
摩
宝
飾
業
に
対
す
る
施
策
一

O
国
体
主
会
場
の
誘
致

(
山
城

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

τ、
よ
り
一
回
サ
ー
ビ
ス
の
向
一く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
一の
二
案
に
つ
い
て
は
、
特
に
附

も
検
討
し
、
で
き
る
限
り
阜
期
一
議
案
第
六
三
号
請
負
契
約
の
一
等
(
申
書
率
直
工
業
協
同
組
合
一地
区
自
治
連
合
会
長

・
飯
山
教

議
案
第
五
六
号
昭
和
五
十
四
一上
に
努
め
る
よ
う
指
導
を
行
一る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

一設
食
品
卸
売
団
地
の
用
地
買
旦
に
買
戻
し
が
で
き
る
よ
3
万
全
一締
結
に
つ
い
て

(
大
義
末
処
一理
事
長

・
筒
井
昭
治
ほ
か
)

一平
ほ
か
)

年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補
正
予
一ぃ
、
市
長
の
行
政
資
任
を
果
す
一
議
案
第
四
五
号
甲
府
市
中
小
一し
に
闘
し
、

現
地
視
察
も
行
い
巴

τ対
処
を
す
る
こ
と
。
ま
た
今
一富

山自
家
用
発
電
按
設
備
工
一

一

算
(
第
一
号
)
中
所
管
分
に
つ
一ょ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望
の
あ
っ

一企
業
資
金
融
資
貸
付
条
例
の

ニ
モ

の

経

過

や

今

後

の

対

処

の

す

は

、

な

お

一

層

入

居

室

長

)

:

J

1

7

i
t
i
e
-
t
a
S
P
I
E
l
-
-

い
て

一た
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
守
等
に
つ
い
て
論
議
が
交
わ

i
附
設
食
品
卸
売
団
地
の
使
命
を
一
議
案
穿
7
問
主
臼
契
甫
の

一
申

請

願

、

陳

情

を

し

た

い

と

き

は

一

府
一

議
案
第
四
二
号
議
会
の
議
員

一金
負
担
金
に
関
連
す
る
職
員
採

一

議
案
第
六

O
号
甲
府
市
廃
棄

守

「

岡

田

一

れ

は

れ

れ

γ
、
食
品
卸
売
国

L
M
Aけ
九

日

抗

日

一揺

れ

配

医

院

問

問

問

一
H
i
l
l
--

りよだt、

"" 
議市 第 42号

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
総

務
・
建
設
経
済
委
員
会
は
七
月
五

・
六
日
の

二
日

間
に
わ
た
り
、
民
生

・
水
道
委
員
会
は
七
月
五
日

そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
会
、
慎
重
に
審
査
し
た
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

…
品
川
島

一
円
安

……
黍

……一
賞

川
作
業

…一一二一

し
尿
汲
取
り
手
数
料
を
改
正

総

委

員

.A. 
ヨ:li:

務

市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
を
設
置

(
旧
商
業
高
校
跡
地
)

ZEJ 
資 耳 、，

年

月

日

住
所

氏
名

@

甲
府
市
議
会
議
長

0

0

殿



(4) 昭和 54年 8月 1日りよだA ;z;;; 議市府甲
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議員の控室は本斤舎 2階にあります。また本庁舎入口右

側斤内案内の所に議員登庁表示板を設けてありますので、

議員に面談などご用の方は表示板をご確認の上、議会事

務局までお申出ください。

各控室の配置は下記のとおりです。

。
甲小講

111十本IJ

光康一

間(1'ijf

堀Jlt!
I何込

先:i.e.
雄一

。
武

川

和

好

石

九

あ

き

じ

岡

田

陣

場議

第4委H会笥

(水道長li会)

。
内
藤
禿
ム
川

小
河
川
県
正
平

内
藤
源
一

市

村

輝

男

温

野

袈

明

福原市伊上

品里川藤田

文正常英

勇 ~Ií雄八文

第ト吾U会?主

(査t':fI'iNi会)

市!(対，訴え;

ロ

傍聴席

(;主)

Oは代表者

ロ ロ
公 耳士

山K総合相談コーナー

六
月
定
例
会
の
蚊
終
日
に
は
、

一け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
議
会

老
朽
化
の
著
し
い
甲
府
駅
の
近
一に
お
い
て
も
、
万
全
告
別
芋
る
一
こ
の
た
び
、
第
間
十
五
回
附
一員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
二

l
仔
以

代
化
と
駅
周
辺
の
再
開
発
が
必
一
た
め
一
地
震
防
災
対
策
に
倒
す
一東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
並
一上
在
駁
し
、
地
方
自
治
振
興
の

裂
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
た
め
、

一志
調
査
特
別
委
員
会

一
を
新
た
一び
に
第
五
十
五
回
全
国
市
議
会
一た
め
尽
刀
さ
れ
た
功
績
に
対
し

そ
の
促
進
に
関
す
る
調
盆
並
び
一に
設
位
し
て
、
敏
極
的
に
成
り
一
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

一表
彰
さ
れ
、
六
月
定
例
会
の
白

に
市
内
の
交
通
問
題
に
関
す
る
一組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
小
沢
綱
雄
議
員
、

込
山
寅
雄
議
一頭
、
本
会
議
場
で
議
長
か
ら
去

調
査
を
目
的
に
、
「
甲
府
駅
近
一

山
匂
特
別
委
員
会
の
構
成
は
一員
、
内
藤
秀
治
議
員
、
一
ニ
井
五
一
彰
状
の
伝
造
が
お
こ
な
わ
れ
ま

代
化
促
進
並
び
に
交
通
問
題
に
一次
の
と
お
り
で
す
。

一
郎
孫
自問
、
早
川
武
男
議
員
が
犠
一し
た
。

関
す
る
刻
査
特
別
蚕
口
会

一
、
一
甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
一

ーI
l
l
i
-
-
-ー

i
l
li

t
-
-
11
1
1
11
1

脳
和
以

I

寸
一
年
に
本
県
に
お
い
一
通
問
題
特
別
委
員
会
(
+
三
名
)一

一

一

第

一

奥

仙

丈

山

恩

賜

県

有

財

産

保

護

て
第
阿
」
l

一
凶
国
民
体
育
大
会
一

伊

膝

常

八

山

中
繁
芳

一

だ
開
催
さ
れ
る
と
と
が
確
定
一
内
藤
源

一

半
川
武
男

一

組

合

議

会

磁

員

決

ま

る

し
、
県
に
お
い
て
も
準
備
が
進
一
福
島
品
開
細
川
菊
雄

一

め
ら
れ
て
い
る
。
本
議
会
に
お
一
小

体

匡

石

丸

あ

き

じ

一
千
代
園
地
区
(
同
名
)
一

μ
昧
理
作

三
井

刈

い
て
も
、
万
全
を
期
す
る
た
め
一
鈴
木
山
以
後
長
瀬
正
左
衛
門
一
本
木
恒
秋
大
久
保
忠
孝

一
千
野
武
八
郎
鶴
田
間
夫

同
体
開
催
に
伴
う
j
会
場
、

一
小
体
成
作

白
井
成
夫

一
長
谷
川
陣

伝
情
益

一

一
羽
属
(
山
宮
)
地
区
(
一
名
)

財

政

問

題

等

、

本

市

に

係

わ

る

一

叩

川

光

閉

一

池
問
地
区

(
四
名
〉

一

小
林
武
太
郎

諸
問
題
の
湖
売
を
行
う
た
め

「
一
園
民
体
育
大
会
対
策
特
別
委
員
一

同
民
体
育
大
会
対
策
に
関
す
る
一会

(+
三
名
}

調
査
特
別
安
員
会
一
、
東
海
大
一

内

藤

君

~

議

員

の

暑

中

見

舞

状

の

地
震
の
被
災
地
に
な
る
と
み
ら
一

上
田
英
文

れ
る
本
市
は
、
近
く
「
地
援
助
一

市
村

明

〉

自

粛

に

つ

い

て

災
対
策
強
化
地
域
ー一
の
指
定
を
一

個
口
精

一

受
げ
る
も
の
と
恕
定
さ
れ
、
指
一

飯
島
品
目

〉

甲
府
市
議
会
は
、
議
員
の
省
中
見
舞
状
に

定
が
決
ま
る
と
早
急
に

「
地

髭

一

同

伸

、

つ

い

て

、

自

粛

す

る

こ

と

に

申

し

合

せ

ま

し

防
災
強
化
計
閣
ー一
を
策
定
し
な
一
刷
込
徳
一

一

円

た

の
で
誠
に
勝
手
な
が
ら
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
府
市
議
会
議
員
一
岡

市

民

各

位

-
甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
通
問
題

・

国

民

体

育

大

会

対

策

-

地

震

防

災

対

策

三
特
別
委
を
設
置

出版 HI 量
!野 出川 防

袈正正 災
明八段 対e. 策

[;;j i!l'.1 ~ 1lI1 
田 島永 +妻

雅 政 三員
修 liI男 名会

小 fNiIjJ 込
沢 I!込山
政 ー孝 賃
辞雌文雄

議

沢

戊

秋
山
山
山
次
郎

三
井
H
郎

。
表
彰
お
め
で
と
う
。

刷
内
光
雄

小
沢
綱
雄

下

野

呼

武
川
和
好

中

西

久

tmm
凶

て
い
ま
す
。

席

一

・

傍

聴

の
手
続
は
め
ん
ど
う

聴

一

な

こ

と

は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
日

傍

一

議

場

の
受
付
鰐
に
住
所
、
氏
名

品一

年
令
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ

も

一

け

で

結

構

で

す

、

お

気
軒
に
お

ま

一

出

か

け
く
だ
さ
い
。

み
一
・

つ
ゆ
明
付
の
う
だ
る
よ
う
一

が一
な
射
さ
が
続
く
こ
の
頃
で
す
。

一・

新
し
い
会
派
も
き
ま
り
ス

量
一
A

，U
は
、
六
月
定
例
会
の
審
議
一タ
1
ト
を
切
り
ま
し
た
、
今
川

市一
の
悦
様
を
お
脂
け
し
ま
す
が
、

一議
会
関
係
各
室
の
案
内
閉
を
出
向

一今
議
会
で
は
、
多
く
の
腕
人
グ
一載
し
ま
し
た
の
で
、
来
げ
の
際

一ル
1
フ
の
皆
様
が
議
員
と
、
市
一に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一長
、
部
長
と
の
質
疑
の
様
子
を
一・
き
び
し
い
湿
さ
の
折
、
市
民

一傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
一の
皆
さ
ん
の

C
健
康
を
お
祈
り

な
光
川
県
が
い
つ
も
見
ら
れ
る
こ
一し
、
討
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま

と
を
議
会
と
し
て
は
切
に
願
っ
一
す
。


